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1. 目的 

 菊田川は、千葉県船橋市から習志野市を経由して東京湾

に注ぐ二級河川である。現在の水源は上流域の三山にある

二宮神社や中流域の津田沼にある菊田神社などに位置し

ている。河口は津田沼の海岸に開いていたが、1960年代の

第一次の埋め立てで袖ヶ浦埋立地が、1970年代の埋め立て

で右岸の秋津、左岸の香澄、さらに沖の茜浜埋立地が造成

され、現在は茜浜埋立地から東京湾に注いでいる。2011年

には、東日本大震災によって習志野市内の下水処理管が破

損したため、菊田川に汚水を一時的に放水していた。 

千葉工業大学工学部生命環境科学科では、授業の一環と

して環境省が作成した「水辺のすこやかさ指標（みずしる

べ）」を用いた水環境調査を菊田川にて行っている。 

本研究では、千葉工業大学工学部生命環境科学科の学生が菊田川で水環境健全性調査を行った結果を報告し、

この結果についてテキストマイニングによる解析を行うことで、今後の水環境健全性指標を用いた水環境調査

に役立てること、また菊田川に対する関心を深めることを目的とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2,  方法 

2.1,  水辺のすこやかさ指標（みずしるべ）について 

水辺のすこやかさ指標（みずしるべ）は、川の自然なすがた、生き物、水のきれいさ、快適さ、普段の生活

での利用など、の視点から川を取り巻く環境を調べる際に活用できる指標である。この指標を活用することで、

多様な視点から川などの水環境をみることを学べる。 

2.2,  調査地点 

 菊田川下流域にある県道 15号線沿い付近の橋で調査を実施した。 

2.3,  調査時期 

 2011年、2013年、2015年、2017年 4～7月の 14時～16時に調査を実施した。 

2.4,  調査概要 

 本学科の学生を対象に水環境健全性指標を現地で実施した。水環境健全性指標以外に流況調査、底泥の採取

(エックマン・バージ式採泥器)、水質分析(水温、pH、DO、透視度(クリンメジャー)、COD、NH4-N、NO2-N、NO3-N、

PO4-P(パックテスト))も同時に行った。 

2.5, 統計解析 

 集めた健全性指標の結果を用いてテキストマイニングを行った。使用ソフトは「KH Coder」で、このフリー

ソフトを用いて解析をした。 

3, 結果および考察 

3.1, レーダーチャートによる解析結果 

2011年、2013年、2015年、2017年の各年の調査人数はそれぞれ 64人、66人、64人、63人であった。 
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図 2.菊田川の風景 

 

図 1.菊田川および調査地点 

表 1.水環境健全性指標 
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 2011年、2013年、2015年、2017年の水環境健全性指標の結果をそれぞれ図 3、図 4、図 5、図 6に示す。 

図 3～6から、全体的に評価軸 1・2・4・5では大きな差はみられなかったが、評価軸 3では顕著に差が生じ

た。これは調査時の水質やにおいの感じ方に個人差があったためだと考えた。また、2011 年の評価軸 3:水の

利用可能性は他の年よりも全体的に低かった。これは東日本大震災による習志野市内の汚水を一時的に放水し

ていたことが影響を及ぼした原因と考えられた。2017年 7月の評価軸 3の値が同年の 4～6月よりも低かった

ことについては、赤潮による水質の悪化が原因と考えられた。 

3.2, テキストマイニングによる解析結果 

 2015年、2017年 4～7月のテキストマイニングによる解析結果を表 2、表 3、表 4、表 5に示す。表 2、表 3

はそれぞれ 2015 年、2017 年の特徴語上位 10 語を一覧にしたものである。数値はどの程度特徴的かを示す

Jaccard係数である。表 4、表 5はそれぞれ 2015年、2017年の頻出語上位 20語を一覧にしたものである。 

 表 4、表 5より、出現した単語の種類と出現数がほぼ等しかった。このことから、同じ学習環境で学んだ学

生は年度に関係なく、似通った評価をする傾向があると考えられた。また、表 3の 7月に赤潮が特徴語とされ

たことについては、図 6の評価軸 3で 7月の評価が低かったことから、テキストマイニングによる解析結果は

菊田川の環境を表していると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5, まとめ 

1)本学科の学生を対象に水環境健全性指標を用いた水環境調査を実施したところ、全体的に評価軸 1、評価軸

2、評価軸 4、評価軸 5には大きな差がみられなかった。評価軸 3では全体的に顕著に差が生じた。 

2)テキストマイニングによる解析結果から、出現した単語の種類と出現数がほぼ等しかったことから、同じ学

習環境で学んだ学生は年度に関係なく、似通った評価をする傾向があると考えられた。 

3) 2017年 7月に赤潮が特徴語とされたことは、2017年 7月の水環境健全性指標の評価軸 3での評価が低かっ

たことに起因するため、テキストマイニングの解析結果は菊田川の環境を表していると考えられる。 
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図 6.2017年の結果(N=63) 

 

 

表 2.2015年の解析結果(特徴語) 表 3.2017年の解析結果(特徴語) 

 
図 5.2015年の結果(N=64) 

 

 

 

 

表 4.2015年 4～7月の解析結果(頻出語) 

 

図 3.2011年の結果(N=64) 

表 5.2017年 4～7月の解析結果(頻出語) 

 

図 4.2013年の結果(N=66) 
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